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全 員 協 議 会 資 料 

令 和 ３ 年 ( 2 0 2 1 ) ３ 月 １ ５ 日 

市 民 文 化 部 文 化 ス ポ ー ツ 課 

   

 

 

 

 

 

令和２年度出雲市市民文化賞受賞者の決定について 
 

出雲市では、市の文化活動及びスポーツ活動分野において、市民文化の向上に寄与する優

れた功績を有し、顕著な活動を行っている個人又は団体を、毎年度「出雲市市民文化賞」と

して表彰しています。 

令和２年度の受賞者が決定し、このほど表彰しましたので、下記のとおり報告します。 

 

記 

１．受賞者 

【文 化 活 動】 山根 敏男（出雲市西郷町） 

 

【スポーツ活動】 ディオッサ出雲 FC（出雲市矢野町） 

 

  ※活動内容は、次頁のとおり。 

 

２．表彰式 

⑴ 日時 令和３年３月１２日（金） １０：００～１１：００ 

 ⑵ 場所 出雲市役所 市民応接室 

 

３．その他 

選考件数 ４件（文化活動３件、スポーツ活動１件） 
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分野 
受賞者 

活動内容 

文
化
活
動 

山根
や ま ね

 敏男
と し お

 

山根さんは、安来節、出雲追分、相撲甚句などの指導や歌唱活動をしておられます。 

安来節の大師範でレコードも出した叔父の影響で、幼いころから安来節に親しまれ、安来

節と出雲追分は大師範、相撲甚句は会員が 400 名を超える全国相撲甚句会において中国地方

からは初の選出となる副会長を務めておられます。 

各部門とも、県内各地での指導活動のほか、自らも舞台に立ち、全国大会には毎年出場、

施設慰問や観光客への郷土民謡の披露も行っておられます。相撲甚句の全国大会では、尺八

を取り入れた独自のスタイルを考案し、話題を呼んだということです。 

今後も安来節、出雲追分、相撲甚句の継承と普及、発展のため、指導と歌唱活動を続けて

いかれます。 

ス
ポ
ー
ツ
活
動 

ディオッサ出雲 FC 

前身は、平成 3 年(1991)に設立の「フットボールクラブいずもレディース」で、平成 23

年(2011)にディオッサ出雲 FC に再編、改名されました。令和 3 年(2021)2 月 25 日現在、選

手 23名、監督 1名、コーチ 2名、トレーナー1名で活動されています。 

『スポーツを通して、人々に夢と勇気と希望を与え、笑顔と活気のあふれるまちづくりに

貢献する』という理念のもと、『神話の国出雲から日本のなでしこへ』をキャッチフレーズ

に、令和 3年(2021)から始まる女子プロサッカーリーグ『.WE リーグ（ウィーリーグ）』参入

を目指し活動しておられます。 

昨年は、2 年連続 4 回目の中国女子サッカーリーグ優勝を果たしたほか、5 年ぶり 2 回目

となる皇后杯全日本女子サッカー選手権大会に出場し、見事初勝利をあげられました。 

また、女子サッカーのさらなる普及と発展を目的とした小・中・高校生対象の下部組織の

立ち上げや、地元の一斉清掃活動への参加、スポーツ少年団とのふれあい活動、小中学校で

の講演会など、地域貢献活動にも積極的に取り組んでおられます。 

今後は、『.WE リーグ』昇格を目標に、まずは『なでしこリーグ 2部』への参入を目指して

活動されます。また、下部組織のさらなる強化や、地域貢献活動を積極的に行い、スポーツ

を通しての地域振興や、成長、進化できる環境を創出していかれます。 


